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35周年記念事業を振り返つて

先生方におかれましてはご健勝のこととお慶び中し上げます。

インプラントは現在歯科治療において重要な位置にありますが、

今から20年以_L前 の評価と比較した時、隔世の感があります。これ

はインプラントの重要性を認識し、インプラント治療を審美的にも

機能的にも他科の批判に耐えうるものにしてきた、インプラント臨

床家の熱意と努力の結果であったとも思います。

本会はインプラント臨床医の集りとして、今年 35周年を迎えまし

た。7月 には東京 ミッドタウンで記念事業の全員発表研修会、アジ

アロ腔インプラント学会、記念祝賀会を成功裏に開催することがで

きました。その際、国内外から多くの先生をお招きできたのも、諸

先輩の先生方の各方面へのお付き合い、そして全会員の先生方がよ

りよいインプラント臨床をめざして真剣に取 り組んでいる成果で

あったと思います。参加された先生方、ほんとうにお疲れ様でした。

今年の全員発表研修会は特別に公開としましたが、ご招待した先

生からも、自身の施設でも同様の研修会をおこなってみたいとのお

声をいただいております。

一方、本年度、我々の会の専門医数は全国の研修施設の中で トッ

プとなりました。これも、会の活動が活発である成果であり、大変

誇らしいことだと思います。

新たに加入された先生も専門医を目指して頑張ってください。本

会の毎年の研修会で発表し臨床の質を高めることは、専門医への最

短コースであるといっても過言ではありません。

来年度も、魅力的な研修会が l」 白押しであります。会員の先生方

のご協力、ご参加をお願いいたします。そして、来る年において先

生方の益々のご健康とご活躍を祈念中し上げます。
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